
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

                                  

長
く
寒
い
冬
が
今
年
も
や
っ
て
来
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
寒

さ
で
屋
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
い
気
も
し
ま
す
が
、
冬
な

ら
で
は
村
な
ら
で
は
の
催
し
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
白
い
雪
に
覆
わ
れ
た
村
内
を
歩
け
ば
、
開
拓
期
当
時
の

人
々
の
冬
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
知
恵
や
工
夫
な
ど
も
体
感
で

き
ま
す
。 

 
 

１２
月
か
ら
冬
期
営
業(

３
月
末
ま
で)

と
な
り
、
入
場
料
金

が
夏
料
金
と
比
べ
お
安
く
な
り
、
駐
車
場
も
無
料
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
冬
も
開
拓
の
村
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！ 

 

 

開
拓
の
村
で
冬
を
楽
し
も
う 

そ
の
一 

 

冬
の
生
活
体
験 

ロ
ン
グ
ラ
ン
開
催
！ 

 

北
海
道
の
昔
の
冬
の
生
活
を
体
験
で
き
る
と
と
も
に
、
北

海
道
の
冬
な
ら
で
は
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
『
冬
の
生
活
体
験
』
を
１
月
７
日(

土)

か
ら
３
月
中

旬
ま
で
ロ
ン
グ
ラ
ン
開
催
。 

■
昔
の
冬
の
装
い
体
験 

マ
ン
ト
・
か
く
ま
き
・
深
靴
な
ど
の
昔
の 

防
寒
具
を
身
に
ま
と
っ
て
雪
景
色
の
村
内
へ
。 

村
び
と
気
分
で
村
内
を
見
学
で
き
ま
す
よ
！ 

■
昔
の
冬
遊
び
体
験 

懐
か
し
い
竹
ス
キ
ー
・
木
の
そ
り
・
木 

の
ス
キ
ー
な
ど
を
特
設
ス
ロ
ー
プ
で
体

験 
 
 
 
 
 

験
で
き
ま
す
。
１
月
中
は
、
竹
ス
キ
ー
づ 

く
り
の
体
験
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
の
で 

自
分
で
作
っ
た
竹
ス
キ
ー
で
滑
っ
て
み 

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

■
昔
の
冬
の
暮
ら
し
体
験 

じ
ょ
ん
ば
・
雪
か
き
な
ど
の
昔
の
除
雪
道
具
や
か
ん
じ
き

体
験
が
で
き
る
！
ま
た
、
大
き
な
雪
洞
や
雪
だ
る
ま
、
人
力

橇
も
あ
り
ま
す
の
で
、
記
念
撮
影
に
も
ど
う
ぞ
！ 

い
ず
れ
も
、
無
料
（
入
場
料
金
の
み

必
要
）
で
、
い
つ
で
も
参
加
体
験
で
き

ま
す
。 

さ
ら
に
２
月
４
日
～
１２
日
は
、
む

ら
自
家
製
の
『
ダ
イ
コ
ン
の
タ
ク
ア
ン

と
甘
酒
』
を
開
拓
の
村
に
来
場
さ
れ
た

方
へ
ご
提
供
し
ま
す
。
甘
酒
と
囲
炉
裏

の
火
で
、
村
内
見
学
で
冷
え
た
体
が
芯

か
ら
温
ま
り
ま
す
よ
。（
冬
の
生
活
体
験

は
、
第
63
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
協
賛

行
事
に
も
な
っ
て
い
ま
す
） 

 開
拓
の
村
で
冬
を
楽
し
も
う 

そ
の
二 

 
 

冬
・
む
ら
・
ロ
マ
ン 

 

 

冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
冬
・
む

ら
・
ロ
マ
ン 

～
む
ら
の
も
ち
つ
き

＆
ク
リ
ス
マ
ス
～
』
は
、
１２
月
２３
日

(

金･

祝)

～
２５
日(

日)

に
開
催
。 

 

日
替
わ
り
で
、
明
治
期
に
建
築
さ

れ
た
教
会
で
行
う
「
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
」
、
見
る
と
誰
で
も
笑
顔
に
な
り

心
温
ま
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
芝
居
」
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
も
ち
つ
き

体
験
＆
試
食
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た

期
間
中
毎
日
、
サ
ン
タ
と
一
緒
に
村

内
を
め
ぐ
る
『
サ
ン
タ
の
馬
そ
り
』、

『
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り
』
な

ど
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。 

 

２
面
に
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

野外博物館 北海道開拓の村 

 
～開拓の村の季節ごとの表情をお伝えする 情報誌～  VOL.17（’11 年冬号） 

12 月から馬そりの運行が始まります 

（運行日：積雪時の土･日･祝日、さっぽろ雪まつり） 主なトピックス 

☆開拓の村で冬を楽しもう！ 冬のイベント特集 

  ～冬・むら・ロマン ＆ 年中行事 ＆ 冬の生活体験～ 

☆富山の薬売り 企画展『置き薬と北海道』 

☆懐かしい駄菓子屋さんの世界へ『子ども 心の世界展』 

☆冬も盛りだくさん！むらの講習会＆体験イベント 
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冬･
む
ら･

ロ
マ
ン 

～
む
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
＆
も
ち
つ
き
～ 

 
 
 
 

期
間
：
１２
月
２３
日(

金)

～
２５
日(

日) 

☆
２３
日(

金)
開
催
イ
ベ
ン
ト 

 

■
む
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝 

 
 

時
間 

①
１３
時
～ 

②
１５
時
～ 

 
 

 

讃
美
歌
や
牧
師
さ
ん
の
お
話
、
開 

 
 

拓
の
村
に
移
築
復
元
さ
れ
た
明
治
期 

 
 

の
教
会
の
雰
囲
気
が
、
み
な
さ
ん
の 

 
 

心
を
温
め
ま
す
。
村
な
ら
で
は
の
礼 

 
 

拝
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
芝
居 

 

 

時
間 

①
１１
時
～ 

②
１４
時
～ 

 
 
 

小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し
め
る
「
た
ん 

 

 
 

ず
劇
場
」
の
お
芝
居
で
す
。
会
場
（
講
堂
）
へ
の
入
場
は 

 
 

無
料(

定
員
各
回
２
０
０
名) 

☆
２５
日(

日)

開
催
イ
ベ
ン
ト 

■
年
中
行
事
『
も
ち
つ
き
』 

 

時
間 

１０
時
～
１６
時 

 
 

 

新
年
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
い

た
《
も
ち
つ
き
》
。
こ
の
日
は
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
も
ち
つ

き
を
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
き
な
粉
や
餡
、
黒
豆
な
ど
に

加
工
し
た
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
無
料
で
ご
提
供
し
ま
す
。 

☆
３
日
間
開
催
イ
ベ
ン
ト 

 

■
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
馬
そ
り 

 

時
間 

９
時
４０
分
頃
～
１６
時
頃 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗
っ
た
馬
そ 

 

り
が
、
銀
世
界
の
村
内
を
走
り
ま
す
。 

料
金 

大
人(

１５
歳
以
上) 

 

２７０
円 

小
人(

３
歳
～
１４
歳)

 

１３０
円 

 
 

■
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り 

 

時
間 

１０
時
～
１６
時 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

ぬ
り
絵
の
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ま 

 
 

も
楽
し
め
ま
す
よ
。 

■
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り 

 

時
間 

１０
時
～
１５
時
頃 

 
 

 

松
ぼ
っ
く
り
で
、
か
わ
い
い
ミ
ニ
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
せ 

ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
材
料
が
無
く
な 

り
次
第
終
了
し
ま
す
。 

※
そ
の
他
、
サ
ン
タ
が
村
内
を
歩
い
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
記
念
写
真
に
も
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

サ
ン
タ
の
貸
衣
装
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
な
お
屋
外
の
施
設

で
す
の
で
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
２３
年
度 

企
画
展 

～
置
き
薬
と
北
海
道
～ 

毎
年
、
当
村
学
芸
員
が
行
っ
て
い
る
調
査
研
究
の
成
果
を

も
と
に
、
村
内
の
展
示
建
造
物
及
び
展
示
資
料
と
の
関
連
あ

る
テ
ー
マ
で
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
置
き
薬
と
北
海
道 

～
先
用
後
利
で

先
人
た
ち
の
信
頼
を
得
た
薬
売
り
～
』
。 

江
戸
時
代
元
禄
期
、
松
前
藩
に
富
山
売
薬
が
入
っ
た
こ
と

で
北
海
道
に
お
け
る
売
薬
商
人
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
明

治
期
以
降
、
鉄
道
や
道
路
が
未
整
備
で
医
療
の
普
及
が
遅
れ

て
い
る
地
域
に
も
売
薬
商
人
は
積
極
的
に
進
出
し
、
先
用
後

利
と
い
う
営
業
手
法
で
開
拓
民
に
置
き
薬
を
提
供
し
、
彼
ら

の
健
康
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
売
薬
商
人
は
国
内
外
の
政

治
、
経
済
、
社
会
情
勢
、
道
内
の
開
拓
状
況
を
開
拓
民
に
伝

え
る
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
展
示
で
は
、
開
拓
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ

た
売
薬
商
人
の
歴
史
と
営
業
シ
ス
テ
ム
、
多
種
多
様
な
置
き

薬
を
通
し
て
、
北
海
道
開
拓
期
の
庶
民
の
暮
ら
し
と
家
庭
に

お
け
る
疾
病
対
策
薬
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。 

１
月
２０
日(

金)

か
ら
２
月
１９
日(

日)

ま
で
、
村
内
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。（
開
拓
の
村
入
場
料
金
の

み
必
要
で
す
） 

 

駄
菓
子
屋
さ
ん
・
雑
貨
屋
さ
ん
の
懐
か
し
い
空
間
へ 

桐
越
陽
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

子
ど
も 

心
の
世
界
展
③ 

当
村
で
も
大
道
芸
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
桐
越
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
お
借
り
し
て
、
平
成
２１
年
度
よ
り
続
く

シ
リ
ー
ズ
３
回
目
と
し
て
、
１２
月
１７
日(

土)

～
１
月
１５
日

(

日)

ま
で
『
子
ど
も 

心
の
世
界
展
③
』
を
村
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。 

今
回
は｢

駄
菓
子｣

を
テ
ー
マ
に
、
か
つ
て
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
社
交
場
で
あ
っ
た｢

駄
菓
子
屋
さ

ん
」、「
雑
貨
屋
さ
ん
」
を
掘
り
下
げ
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
で
販

売
し
て
い
た
お
菓
子
の
お
ま
け
、
雑
誌
の
付
録
な
ど
、
ま
た

「
駄
菓
子
」
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
駄
菓
子

で
心
躍
ら
せ
た
皆
さ
ん
の
懐
か
し
い
あ
の
頃
へ
ご
案
内
し

ま
す
。 

☆
関
連
イ
ベ
ン
ト
☆ 

期
日
：
１２
月
１８
日(

日)

・
１
月
９
日(

月
・
祝) 

内
容
：
紙
芝
居
の
実
演
（
各
日
１１
時
～
） 

幻
灯
機
の
上
映
（
各
日
１３
時
３０
分
～
） 

関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
も
〝
紙
芝
居
の
お
じ
さ
ん
〟

桐
越
さ
ん
が
皆
様
に
披
露
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
展
示･

イ
ベ
ン
ト
と
も
、
開
拓
の
村
入
場
料
金 

が
必
要(

写
真
は
夏
期
間
、
村
内
で
紙
芝
居
の 

実
演
を
し
て
い
る
桐
越
さ
ん
。
そ
の
話
術
に
、 

子
ど
も
も
大
人
も
紙
芝
居
の
世
界
に
引
き
込 

ま
れ
ま
す) 
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む
ら
の
講
習
会
＆
体
験
イ
ベ
ン
ト 

参
加
者
募
集 

                                  

                                

   

                                  

布ぞうりづくり教室 

日時：1月 11 日(水)、12 日(木)、13日(金)、 

14 日(土)、15日(日) 5 回開催 

各回 10：00～15：00（休憩有） 

内容：家庭で丌要になった布を活用して、暖かい布ぞう

りを作ってみませんか。ご家族での参加も大歓迎！

約 4時間のプログラムです。 

対象：小学生以上（大人のみでも可） 

定員：各回 10名(先着順) 

持物：布はこちらでご用意しております 

（持参可 T ｼｬﾂ２枚程度） 

申込：事前申込必要（電話受付） 

※希望する日にちを選んでください 

料金：入場料のみ必要（子どもは無料） 

伝統遊具づくり 

 開拓の村では、毎月 2 種類の昔の遊具づくりを開催。

どなたでも体験できますので、ご来村の際はお気軽に体

験学習棟にお立ちより、ご参加ください！また棟内には、

お手玉・剣玉・おはじきなどの遊具があり自由に遊ぶこ

とができます。 

期間：開村期間中毎日、随時受付 

料金：入場料のみ（子どもは無料） 

12 月の遊具(23～25 日のぞく) 

･･･『福笑い』・『繭の起き上がり小法師』 

12 月 23～25 日の遊具 

･･･『松ぼっくりツリー』・『クリスマスカード』 

1月の遊具 

･･･『ダイヤ凧』・『竹スキー(下写真)』 

2 月 1日～24 日の遊具 

･･･『からくり』・『豆鉄砲』 

2 月 25 日～3 月 3日の遊具 

･･･『折り雛』 

3 月 4日～31 日の遊具 

･･･『コツコツきつつき』・『ふくろう笛』 

和太鼓打ち体験 

日時：2月 4日(土)、2月 5日(日) 2 回開催 

   各回 10：30～15：00（昼休憩あり） 

内容：太鼓を打ってみたい方、和太鼓に興味のある方、

と初心者向けの体験講座です。どなたでも気軽に参

加できますのでこの機会に参加しませんか。 

対象：どなたでも参加できます 

定員：各回 10名(先着順) 

持物：動きやすい服装、運動靴、お弁当(食堂もあります) 

申込：事前申込必要（電話受付） 

    ※希望する日にちを選んでください 

料金：入場料金のみ(子どもは無料) 

ピンホールカメラづくり 

日時：1月 14日(土)、1月 15 日(日) 2 回開催 

    各回 10：00～15：00 

内容：昔と今のカメラの違い、仕組みを学習しながら、

オリジナルのピンホールカメラを作り、完成後は、

実際に写します。約 4時間のプログラムです。 

対象：小学生・中学生 

定員：各回 20名(先着順)保護者は付添での参加可 

持物：お弁当(食堂もあります) 

申込：事前申込必要（電話受付） 

※希望する日にちを選んでください    

料金：入場料金のみ（子どもは無料） 

第 26 回写真コンテスト 冬のモデル撮影会 

日時：1月 8日(日)  10：00～15：00 

内容：講師が丁寧にアドバイスしながら、時代衣装

を着たモデルを活かした撮影会です。また雪景

色の村内は、絶好の被写体です。写真作品の募

集も行っておりますので、この機会に「写真コ

ンテスト」にご応募ください。 

（詳しくは、専用のチラシをご覧ください） 

対象：どなたでも参加できます。 

持物：愛用のカメラ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾌｨﾙﾑどちらでも可）、 

防寒服、お弁当(食堂もあります) 

申込：丌要（当日開拓の村へお越しください） 

料金：当事業に参加する方は冬期団体料金で入場可 

   （一般：550 円、高校生・大学生：480 円） 

年中行事『凧づくり』 

日時：1月 8日(日) 10:00～15:00 

内容：和紙と竹ひごでつくる本格的な和凧づくりで

す。紙には好きな模様や絵を描いてオリジナルの

凧をつくり、完成後は一緒に大空へ揚げましょ

う！約 4時間のプログラムです。 

対象：小学生の児童 

定員：20名(先着順)保護者は付添での参加可 

持物：お弁当(食堂もあります)、防寒服、 

汚れても良い服装 

申込：事前申込必要 

(電話受付) 

料金：無料 

★開催予告！！ 

当法人と姉妹間提携を結んでいるカナダ・オンタリオ

州にある野外博物館『ウェストフィールド･ヘリテージ･

ビレッジ』の職員をお招きして、シンポジウムを開催し

ます。皆様のご参加お待ちしております。 

■日時 2月 4 日(土) 13:30～16:30 

■会場 赤れんが庁舎 

この日は、北海道とカナダに共通する｢自然｣「開拓」

「文化」、そして野外博物館についてご紹介します。参加

料は無料です。また終了後、会場を移して有料となりま

すが交流会も開催します(当会は有料)。 

※詳細については別途、チラシ・ＨＰでご紹介します。 
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開
拓
の
村
で
冬
を
楽
し
も
う 

そ
の
三 

 
年
中
行
事
に
参
加･

体
験
い
か
が
で
し
ょ
う 

 

開
拓
の
村
で
は
大
切
な
催
し
の
一
つ
と
し
て
、
開
拓
期
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
た
め
、
道
内
各
地
で
行
わ
れ

て
き
た
、
ま
た
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
年
中
行
事
を
、
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

「
最
近
、
家
庭
で
や
っ
て
い
な
い
な
」
「
久
し
ぶ
り
に
体

験
し
た
い
」
な
ど
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。
も

ち
ろ
ん
ど
な
た
で
も
参
加
・
体
験
で
き
ま
す
の
で
、
冬
の
開

拓
の
村
で
当
時
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

■
冬
至 

～
カ
ボ
チ
ャ
粥
の
提
供
～ 

日
時
：
１２
月
１８
日(

日) 

１０
時
～
１６
時 

内
容
：
冬
至
の
慣
わ
し
の
一
つ
。
昔
か
ら
冬
至
の
日
に
食 

べ
、
無
病
息
災
を
祈
る
『
カ
ボ
チ
ャ
粥
』
を
試
食
提 

供
し
ま
す
。 

■
お
正
月 

～
七
草
粥
の
提
供
～ 

 
 

日
時
：
１
月
７
日(

土) 

１０
時
～
１６
時 

内
容
：
岩
内
地
方
へ
移
住
し
た
あ
る
地
域
の
方
が
食
し
て 

い
た
『
七
草
粥
』
を
再
現
し
試
食
提
供
し
ま
す
。 

■
お
正
月 

～
鏡
開
き
・
ど
ん
ど
焼
き
～ 

日
時
：
１
月
９
日(

月
・
祝) 

ど
ん
ど
焼
き
：
①
１１
時 

②
１３
時
３０
分 

鏡
開
き
：
１０
時
～
１６
時 

内
容
：
お
汁
粉
の
試
食
提
供
が
あ
る 

ほ
か
、
村
内
の
神
社
で
お
焚
き 

上
げ
を
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
飾 

っ
た
お
正
月
飾
り
を
お
持
ち
く 

だ
さ
い
。 

■
節
分 

～
豆
占
い
～ 

日
時
：
１
月
２９
日(

日) 

１０
時
～
１６
時 

内
容
：
節
分
と
い
え
ば
豆
ま
き
、
恵
方
巻
な
ど
が
主
流
で 

す
が
、
開
拓
の
村
で
は
、
主
に
漁 

村
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
節
分
の 

慣
わ
し
『
豆
占
い
』
を
再
現
し
ま 

す
。 

■
桃
の
節
句 

～
雛
飾
り
～ 

日
時
：
２
月
２５
日(

土)

～
３
月
２５
日(

日) 

 

９
時
～
１６
時
３０
分 

（
期
間
中
の
月
曜
日
は
休
館
） 

内
容
：
村
内
の
７
建
造
物
内
に
、
大
正 

か
ら
昭
和
後
期
ま
で 

の
『
ひ
な
人
形
』
１６ 

組
を
公
開
展
示
。 

 

ひ
な
人
形
の
姿
や 

装
飾
な
ど
を
見
比
べ 

な
が
ら
、
村
内
を
め 

ぐ
っ
て
み
る
の
は
い 

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

～
折
り
び
な
づ
く
り
～ 

 
 

日
時
：
２
月
２５
日(

土)

～
３
月
３
日(

土) 

１０
時
～
１６
時 

（
期
間
中
の
月
曜
日
は
休
館
） 

内
容
：
折
り
紙
で
、
内
裏
雛
や
三
人
官 

女
な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

ま
た
会
場
の
体
験
学
習
棟
で
は 

「
甘
酒
と
ひ
な
あ
ら
れ
」
の
無
料 

提
供
も
あ
り
ま
す
の
で
、
味
わ
い 

な
が
ら
体
験
で
き
ま
す
。 

さ
ら
に
、
３
月
３
日(

土)

１１
時 

よ
り
「
桜
餅
の
試
食
提
供
」
を
行 

い
ま
す
。 

む
ら
の
雛
ま
つ
り
で
、
一
足
早 

い
春
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。 

                                

野外博物館 北海道開拓の村 
営業期間  ５～９月 ９：００～１７：００（入村は１６：３０まで）この期間無休で営業します 

     １０～４月 ９：００～１６：３０（入村は１６：００まで）毎週月曜日（祝日･振替休日の場合は翌日）、 

12/29～1/3 が休み 

入場料金 開拓の村年間パス『村民パスポート』    １，５００円 

     開拓の村＆開拓記念館ミュージアム共通パス ２，０００円 

     開拓の村＆開拓記念館共通入場券（一般）  １，０００円 

冬期(12～3 月)料金 一般 ６８０円    高校・大学生 ５５０円 

     中学生以下、６５歳以上の方、身体に障がいのある方は無料 

     高校生は、毎週土曜日・子供の日・文化の日への入場、また通年で 

学校・社会教育等で利用する１０名以上の団体は無料 

駐車料金 11 月～3月は無料開放 

住  所 〒００４－０００６ 札幌市厚別区厚別町小野幌５０－１ 

     ※バスご利用の方は、新札幌バスターミナル北レーン１０番乗り場 

より「開拓の村」行き乗車。終点下車すぐ。 

お問合せ TEL）０１１－８９８－２６９２  FAX）０１１－８９８－２６９４  メール）info＠kaitaku.or.jp      

H P）http://www.kaitaku.or.jp  ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽ）０１１－８９８－１０００ 

「村民だより」は、開拓の村と皆様との交流誌でもあります。開拓の村に関するご要望・ご質問などございましたら、

お手紙・FAXで【北海道開拓の村「村民だより」係】までお寄せください。次号『’12 年春号』の発行は 3月中頃で、

主なトピックスは「春の開拓の村＆ゴールデンウィークイベント」「新年度注目ｲﾍﾞﾝﾄ情報」などの予定です。 

編集/発行）指定管理者：一般財団法人北海道開拓の村 発行日：平成 23 年 11 月 15 日（Vol.17 ’11 年冬号） 


